
 

大規模地震等の発生時における本校の対応について 

１ 大規模地震の定義 

◇市地域防災計画では、 

市域のいずれかで震度５強以上の地震が観測された場合 

を、『大規模地震発生』と定義しています。 

  ※大野台・大沼の地域が震度５弱以下でも、市内のどこか１地点で震度５強が観測さ 

れれば、市内全校で統一して大規模地震発生時の対応を行うこととなります。 

 

２ 大規模地震発生時の市内公立小中学校の基本的な対応 

◇大規模地震が発生した場合は、全ての市立小中学校は休校となります。 

また、本校はそのまま、地域住民の避難所になります。 

 

３ 課業時刻中に強い地震が発生した場合の対応 

  

◇震度５強以上（大規模地震発生時） 

①直ちに避難行動をとり、授業を中止します。 

②保護者（または引き受け代理人）が迎えに来るまで、生徒を学校で保護します。 

（お迎えがない中で帰宅させることはありません。日付を越えるような場合で 

も、災害用備品を活用し、学校で保護します。） 

③学校からグループメールで全保護者に連絡をしますが、災害の状況によっては、 

連絡が届かないことも予想されます。学校ホームページ、ひばり放送、ニュース 

等で確認し、できるだけ速やかに、迎えに来てください。 

 

◇震度５弱以下  

①避難行動をとり、安全が確認されしだい授業を再開します。 

②震度５弱以下でも、大規模な交通網の麻痺や停電、情報網の混乱、通学路の損壊

があった場合は、学校長の判断により生徒を学校で保護し、保護者のお迎えを要

請する場合があります。 

 

４ 登校中、または下校中に大規模地震が発生した場合の対応 

①避難行動 

生徒は、自身の安全を確保した上で、 

Ａ 自宅、 Ｂ 大野台中学校、 Ｃ 避難所（大野台小・大野台中央小） 

Ｄ 広域避難場所（相模原ゴルフクラブ） 

のうち、いずれか安全に避難できる場所を自ら選択し、建物の倒壊や火災を避けなが

ら避難します。 

  



 

 ②安否・所在の確認 

保護者と学校とで、全力を挙げて、全生徒の安否・所在を確認します。 

 

③保護者が迎えに来るまでの対応 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 「南海トラフ地震に関連する情報」（臨時）の発表時点での対応  

 

 

 

 

 

大雨や台風、大雪等の荒天時の本校の対応について 

Ａ 自宅に避難した場合  

◇生徒が帰宅したことを、家庭から学校へ連絡してください。 

※保護者からの連絡を原則とします。ただし状況により本人から学校への連絡 

も可とします。連絡は、電話もしくはメールで行ってください。 

Ｂ 大野台中に避難した場合 

◇学校から、保護者に電話で連絡をします。 

（電話が繋がらない場合は、グループメールで、学校に登校している全生徒

の出席番号をお知らせする等の可能性もあります。） 

 Ｃ・Ｄ 避難所（大野台小・大野台中央小）・広域避難場所（相模原ゴルフクラ 

ブ）に避難した場合 

 ◇原則として本校職員を派遣し、本校生徒が避難しているかどうか確認した上 

で保護者に電話します。（電話が繋がらない場合は、グループメールで避難 

所等にいる全生徒の出席番号をお知らせする可能性もあります。） 

 Ｚ 生徒の所在が確認できない場合 

◇生徒の安否・所在が確認されるまで、学校と保護者が連絡を取り合います。 

Ｂ 大野台中に避難した場合 

◇保護者がお迎えに来るまで学校で保護します。  

Ｃ・Ｄ 避難所（大野台小・大野台中央小）・広域避難場所（相模原ゴルフクラ 

ブ）に避難した場合 

◇避難所等に直接、保護者の方が迎えに行ってください。 

 ◇生徒は原則、避難した避難所等で待機をし、保護者のお迎えを待ちます。 

（迎えに来るまでの間、原則として、本校職員が付き添います。ただし大野 

台小の場合には、兄弟姉妹がおらず、保護者のお迎えに時間がかかる等の 

状況に応じ、安全を確認の上、本校に職員とともに移動することも考えら 

れます。） 

調査を開始した場合、または調査を継続している場合  

◇最新の情報を収集しながら、通常通り授業を行います。  

 地震発生の可能性が平常時と比べて相対的に高まった場合  

◇原則、通常の授業を行いますが、市教育委員会と連携を図りながら状況に応

じて対応します。 

 



 

◆風水害（大雨・暴風・大雪・暴風雪等）の危険に伴う休校等の判断は、各学校が行います。

（全市統一ではありません。） 
 

◆本校における判断は、近隣の小中学校と情報交換の上、近隣校と同一の対応をしていくこ 

とを基本としますが、各校の実情により、判断が異なることもあります。 
 

◆休校、登校時刻の変更等のお知らせは、可能な限り早めに、グループメールでお知らせし 

たいと考えています。また、状況に応じて、本校ホームページ上でもお知らせします。 

＊登校時刻の繰り下げ・・・通常より遅い時刻に登校します。 

＊下校時刻の繰り上げ・・・通常より早い時刻に下校します。 

＊下校時刻の繰り下げ・・・通常より遅い時刻に下校します。 
 

◆気象警報（大雨・暴風・大雪・暴風雪等）の発表時における、本校の休校・登下校時刻の 

変更等の判断の目安は、次の通りとします。 

 

１ 特別警報（大雨・暴風・大雪・暴風雪）が発表された場合（気象庁より） 

 特 別 警 報 の 発 表 

登校前 ◇「休校」とします。 

在校中 ◇基本的には、危険な状況となる前に授業を切り上げ、安全な状況下で下校しま

すが、予想を上回る急激な天候の悪化により、それが叶わず、在校中に特別警報

が発表された場合、保護者に迎えにきていただきます。 

 

２ 警報（大雨・洪水・暴風・大雪・暴風雪）が発表された場合（気象庁より） 

 警 報 の 発 表 

登校前 〔危険性がそれほど高くないと判断した場合〕 

◇安全を確保した上での通常登校とします。 

〔危険性が高いと判断した場合〕 

◇「休校」または「登校時刻の繰り下げ（通常より遅めの登校）」を行います。 

在校中 〔危険性がそれほど高くないと判断した場合〕 

◇原則として、通常の下校時刻まで授業を継続します。 

〔危険性が高いと判断した場合〕 

◇「下校時刻の繰り上げ（通常より早めに下校）」または「下校時刻の繰り下

げ（通常より遅めの下校）」を行います。「下校時刻の繰り下げ」を行った

まま日没時刻まで安全に帰宅させることが難しい場合は、保護者の方にお迎

えに来ていただきます。 

３ 避難指示・避難勧告が発令された場合（相模原市より） 

 避難指示 避難勧告 避難準備 

登校前 原則として「休校」とします。 状況により「休校」もしくは

「登校時刻の繰り下げ（通常

より遅めの登校）」とします。 

在校中 原則として授業を中止し、保護者にお迎えに来て

いただきます。それまでの間、学校で保護します。 

 


